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自己紹介 
 1994年  工学部 原子力系学科 卒業 

 1994年  日本原子力研究所 入所 
  加速器の開発に携わる 

 1998年  第１種放射線取扱主任者   合格 

 2008年  技術士試験準備講座(一次試験対応) 受講 

 2008年  技術士一次試験（原子力・放射線部門） 合格 

 2014年  技術士二次試験（原子力・放射線部門） 不合格 

 2015年  技術士二次試験（原子力・放射線部門） 合格 

 2016年10月 技術士（原子力・放射線部門）  登録 
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勉強方法 (1) 
 一次試験前に技術士試験準備講座を受講 
◦ 専門科目は5日間（9:20～17:00）の講義 
◦ 基礎・適性科目は市販の本で勉強 

 二次試験前に試験準備講座テキストを復習 
◦ （時間が空いたので、ほとんど忘れてた・・・） 

 話題のテーマについては学会誌や新聞等で情報収集 
◦ 放射線の利用分野は広い （広すぎる・・・） 

 過去問を中心に勉強 
◦ 「原子力・放射線部門」試験対策講座 - 日本原子力学会 

http://www.aesj.or.jp/gijyutsushi/taisaku_index.html 
◦ キーワードをノートに書き留める 
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勉強方法 (2) 
 手書きで練習 
◦ 読みやすい字で誤字は少なく  （漢字が書けない・・・） 

 解答用紙のサンプルを使って練習 
◦ サンプルをインターネットからダウンロードして利用 

 大量の文字を書く練習 
◦ （意外としんどい・・・） 
◦ 大幅な書き直しは時間的に無理 

 ⇒ 書き始める前に構成を決める 
 

24字×25字＝600字 
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勉強方法 (3) 
 二次試験１回目 
◦ 必須科目（択一問題）の点が足りず、不合格 

 二次試験2回目 
◦ 新聞などで原子力関連の話題に注意を払う 
◦ 準備講座のテキスト、試験1回目で作成したノートを見直す 
◦ 過去問に出たキーワードをインターネットで調べる 
◦ 5月頃から平日は 2～3日／週、1～2時間／日、 
週末は図書館で4~5時間程度 
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記述試験のコツ (1) 
 論文を書く基本姿勢 (P.16)  
◦ 読みやすく書く 
◦ 論理的に示す 
◦ 主語は何かを考えて書く 
（主語と述語を対応させる） 

 論文形式の確認 (P.34) 
◦ 項目ナンバーの取り方 
◦ 項目タイトルのつけ方 
◦ 図表の効果的な使い方 
（原稿用紙に図表をどのように挿入するか参考になる） 
 

「例題練習で身につく技術士第二次試験論文の
書き方」より 
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記述試験のコツ (2) 
 論文力を高める (P.43)  
◦ 書く前に考えること 
（構成の組み立て方は参考になる） 

◦ キーワードによる採点基準 
◦ 答案用紙に慣れる 
（答案用紙を埋めるのは結構しんどい） 

◦ 150字法による練習 
（たった150字といえども、意外と大変） 
 

今後も役に立つ技術だと思います。 

「例題練習で身につく技術士第二次試験論文の
書き方」より 

7 



専門知識を問う問題 
 解答用紙１枚にまとめる 

 毎年似た問題が出題されるようなので、過去問で勉強する 

 解答例を読むだけではなく、実際に自分で書いてみる 

 必要不可欠なキーワードをもらさず記述する 

 「3つ挙げ」なら１つあたり150～200字相当 

 略語、専門用語の使用に注意する 

  

  
H27年度問題より 
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応用力を問う問題 
 解答用紙2枚にまとめる 

 正解は一つではない、知識・経験によって異なる 

 一般論を書くより、これまでの経験に基づいて書く方がよい （と思う）
ただし、採点者が 「そうかもね」 と思える程度の合理的な根拠は示す 

  

H27年度問題より 
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課題解決力を問う問題 
 解答用紙3枚にまとめる 

 はじめに構成をよく考えないと、後半で破たんする 

 自らの経験に基づいた課題を設定する方がよい （と思う） 

  H27年度問題より 
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放射線利用 
 「放射線利用の基礎知識」（東嶋 和子）より 
◦ 第3章 放射線でつくる、加工する 

イオンビームによるエッチング、電子線でダイオキシン除去、ラジアルタイヤ、医療器具の滅菌 

◦ 第4章 放射線で「みる」「測る」 
厚さ計、PET、年代測定、放射光 

◦ 第5章 食べものと放射線 
不妊化放飼法、品種改良、食品照射 

◦ 第6章 医療と放射線 
X線CT、RI検査、PET、放射線治療、ガンマナイフ、陽子線がん治療、重粒子線がん治療、BNCT 

放射線利用の範囲は広いです 
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最後に 
 日頃から原子力（放射線利用）関連の話題に目配りをしておく 

 仕事から得た知識や経験は試験に役に立つ 

 試験論文の書き方等は仕事にも役に立つ 

 自身の解答は口頭試験で問われる可能性があるので 
筆記試験終了後にメモに残しておく 

  

頑張ってください 
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